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はじめに 

 

Plustek のｽｷｬﾅをお買い上げいただきありがとうございます。弊社製品が日々の電子

ｲﾒｰｼﾞ入力作業にお役にたてることを切望しております。 

弊社の製品は全て出荷前に検査を行っており、お客様がご満足して使用いただける

よう万全を期しております。 

お客様のスキャナサプライヤーとして弊社をお選びいただきありがとうございます。今

後ともお客様のコンピュータ関連のニーズのために弊社の優れた商品をご利用いた

だけることを願っております。 

ｱｲｺﾝについて 

本書では下記のｱｲｺﾝを使って特別な注意を払う必要がある点を示しています。 

危険 
危険:  負傷、事故を避けるために必ず本書に記載されている手

順に従ってください。 

警告 
警告:  本書の指示に従わない操作を行うとﾃﾞｰﾀの紛失、機器を

損傷することがあります。 

注意 注意: 間違いを起こさないための注意事項です。 
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安全上のご注意 
 

故障、人体を損傷することがないよう、本機をご使用になる前に以下の重要なインフ

ォメーションをお読みください。 

1.  当製品の使用箇所は屋内の乾燥したところです。下記の状態では本機の内部

に結露が発生し故障の原因となることがあります： 

y 本機を冷たい場所から暖かい場所に直接移動させた時 

y 冷たい部屋を暖めた時 

y 本機を湿度の高い場所に置いた時 

結露を防止するために 

c 本機をプラスティックバッグに入れ密封して室温になじませてください。 

d １－２時間おいてから本機をバッグから出してください。 

2.  スキャナに付属されている電源アダプタ及び USB ケーブルを必ず使用してくださ

い。他の電源アダプタやケーブルを使用すると故障の原因となることがあります。 

3.  緊急時に AC アダプタを素早く抜けるよう AC アダプタの周囲は空けてください。 

4.  配線の破損は出火、電気ショックの原因となります。電源コードはまっすぐ伸ばし、

よじったり、曲げたり、擦ったりしないでください。 

5.  長期間本機をしない場合には電源コードを抜いてください。 

6.  スキャナーを解体しないでください。電気ショックの危険があります、解体した場

合は保証の対象から外れます。 

7.  スキャナは精密機械で故障の恐れがあるので、ぶつけたり叩いたりしないでくだ

さい。 

8.  デバイスのドライバインストール前に、その他全てのイメージング装置(別のスキ

ャナ、プリンタ、デジタルカメラ、ウェブカメラなど)を PC から取り外してください。 

9.  セットアップ/アプリケーション USB スティックを保管してください。今後もドライバ

およびソフトウェアの再インストールが必要となる場合があります。 

10.  スライドおよびネガフィルムを扱う前に、手が汚れていないことを確認してくださ

い。フィルム材料にホコリが付着している場合、ブロワーで吹き飛ばすか、柔らか

な布で拭き取ってください。 

11.  スライドおよびネガフィルムは、直射日光の当たらない、涼しくて乾燥した場所に

保管してください。不適切な保管ならびに取り扱いによって劣化やスキャン結果

への悪影響が生じる恐れがあります。 
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ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

警告 
ｽｷｬﾅをｽﾑｰｽに動作させるため下記の使用方法及びﾒﾝﾃﾅﾝｽに

ついての説明をお読みください。 

y 埃っぽいところでｽｷｬﾅを使用しないでください。埃の粒子や異物が損傷を与える

恐れがあります。長期間使用しない場合には輸送用のﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れてください。 

y ｽｷｬﾅを分解しないでください。感電の恐れがあります。ｽｷｬﾅ開けた場合には製品

保証は受けられません。 

y ｽｷｬﾅに過度の振動を与えないでください。内部の部品に損傷を与える恐れがあり

ます。 

y ｽｷｬﾅは 10℃～40℃の温度帯で使用してください。 
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製品概要 

梱包箱の内容1

 

n  ｽｷｬﾅ 

o  ｷｬﾘﾝｸﾞﾊﾞｯｸﾞ 

p  ｽﾗｲﾄﾞﾎﾙﾀﾞｰ、ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰ 

q  USB ｹｰﾌﾞﾙ 

r  電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ 

s  クイックガイド 

t  セットアップ/アプリケーション USB 

u  アクティベーションカード 

v  35 mm IT‐8 ﾀｰｹﾞｯﾄ (35 mm IT‐8 ターゲットが付属していないモデルもあります) * 
 

注意 
アクティベーションカードには、スキャナのハードウ

ェアシリアル番号が記載されています。大切に保管

してください。   

                                                 
1 ｽｷｬﾅを輸送する時のために梱包箱は保管しておいてください。 
梱包の内容は、事前の通知なしで随時変更する可能性があります。 
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本機の概要 

 

 

 

 

 
 

 

n フィルムホルダースロット：ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰをﾀﾞｽﾄｶﾊﾞｰに通してｽｷｬﾅに挿入します。

ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｽｷｬﾅのどちらの側からも入れることができます。ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｻ

ｲﾄﾞﾚｰﾙ上のﾉｯﾁを使いそれぞれのﾌﾚｰﾑにｲﾝﾃﾞｯｸｽをつけます。

o  ﾊﾟﾜｰ LED：ｽｷｬﾅｰの状態を表示します。 

LED  状 態 

On  ｽｷｬﾅｰに電源が入っており、ｽｷｬﾝが可能な状態。 

Off 
ｽｷｬﾅｰに電源が入っていない。電源ｺｰﾄﾞ、AC 電源が正しく

接続されていない。 

p  IntelliScan ボタン：ボタンを押すと、SilverFast アプリケーションが起動します。  

q  QuickScan ボタン：ボタンを押すと、QuickScan Plus アプリケーションが起動します。 

r  電源ｽｲｯﾁ：ｽｷｬﾅｰの電源を ON/OFF します。 

s  シリアル番号ステッカー：ｽｷｬﾅの裏側に記載されています。 

t  電源ｺｰﾄﾞﾚｾﾌﾟﾀｰ（受け口） 

u  USB ﾎﾟｰﾄ 
 

注意 

SilverFast ソフトウェアのアクティベーションには、12 桁のシリアル番

号が必要です。また、将来お買い上げ店や当社サービスセンターへ

のご連絡にも必要となります。 
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スキャナのインストール前に 

ｽｷｬﾅをｺﾝﾋﾟｭｰﾀ に接続する 

 

n  電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰをｽｷｬﾅの電源投入口につなぎます。 

o  電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰの他方を AC 電源につなぎます。   

p  同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形の端をｽｷｬﾅの背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続します。 

q  同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形の端をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します。 

注：  他の USB 機器がｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されている場合には、空いている USB ﾎﾟｰﾄ

にｽｷｬﾅを接続してください。 
 

注意  スキャナはまだオンにしないでください。 
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ｽｷｬﾅの設置 

 

ｽｷｬﾅを設置するにあったては以下の手順に従ってください。 

* 最 新 の ド ラ イ バ は 当 社 公 式 サ イ ト か ら 以 下 の 項 目 下 に 見 出 せ ま す 。

www.plustek.com ‐>  サポート ＆ ダウンロード ‐> ドライバ ＆ ダウンロード 

 

 

 

y スキャナドライバのインストール 

y スキャナ電源をオン 
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スキャナドライバのインストール 
 

1.  セットアップ/アプリケーション USB スティックをコンピューターに挿してください。 
2.  次のパスでスキャナードライバーをインストールします:  

Mac OS X: OPTICFILM ＞ Mac ＞ Plustek OpticFilm 8300i ＞ Setup.dmg 
Windows OS: OPTICFILM ＞ Windows ＞ Plustek OpticFilm 8300i ＞ Setup.exe 

 

 

3.  画面の指示に従ってください。 

 

 

 

注意 
最新バージョンのドライバーは、公式 Web サイトからダウンロード

できます plustek.com/of8300i 
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スキャナ電源をオン 

電源ボタンを長押しするとスキャナがオンになります。 

 

 

 

 

 

 

注意  再度長押しするとスキャナがオフになります。 
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ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰ 
 

二種類のﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰが同梱されています。正しくｽｷｬﾝすることができます。 

 

A.  35mm ｽﾗｲﾄﾞﾏｳﾝﾄ (max. 4 x ｽﾗｲﾄﾞ)  

B.  35mm ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟ (max. 6 ｺﾏ) 
 
 
 
 

y ｽﾗｲﾄﾞﾏｳﾝﾄを使う 

y ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰを使う 

y ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰを挿入する 
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ｽﾗｲﾄﾞﾏｳﾝﾄを使う 

ｽﾗｲﾄﾞﾏｳﾝﾄの膜面（光沢のない面）を下向きにしてｽﾛｯﾄに差し込みます。 

それぞれのｽﾛｯﾄのﾌﾚｰﾑには矢印とｲﾗｽﾄが記されています。ｲﾗｽﾄに従ってﾏｳﾝﾄｽﾗｲ

ﾄﾞを差し込んでください。 
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ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟﾎﾙﾀﾞｰを使う 

ﾌｨﾙﾑｽﾄﾘｯﾌﾟの膜面（光沢のない面）を下向きにしてﾎﾙﾀﾞｰの上におき、ﾎﾙﾀﾞｰのｶﾊﾞｰ

をｶﾁｯとなるまで閉めてください。 

 

注意 

y 正しくｽｷｬﾝするために、常にﾌｨﾙﾑのｲﾒｰｼﾞの上部がｽｷｬﾅの

後ろの方向（電源ｺｰﾄﾞ、USB ｺｰﾄﾞがある面）に向くようにしま

す。また膜面（光沢のない面）を下向きにします。 

y ﾌｨﾙﾑの上、下にはﾒｰｶｰ名、ﾌﾚｰﾑﾅﾝﾊﾞｰ、ﾌｨﾙﾑｺｰﾄﾞ、ﾊﾞｯﾁｺ

ｰﾄﾞを記載した文字があります。上記の用に正しくﾌｨﾙﾑが置

かれれば、これらの文字をはっきりと読むことができます。

（逆向きになったり、さかさまになったりしません。） 
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ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰを挿入する 

ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰをﾀﾞｽﾄｶﾊﾞｰに通してｽｷｬﾅに挿入します。ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｽｷｬﾅのどちらの

側からも入れることができます。ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｻｲﾄﾞﾚｰﾙ上のﾉｯﾁを使いそれぞれのﾌ

ﾚｰﾑにｲﾝﾃﾞｯｸｽをつけます。 

ｽｷｬﾅの左右両側にはﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰの出し入れのためそれぞれ 40Cm のｽﾍﾟｰｽが必

要です。 

 

注意 

y ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰがｲﾝﾃﾞｯｸｽのﾎﾟｼﾞｼｮﾝで止まるように感じるかも

しれませんが、ｽｷｬﾝする前にﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰ軽く押し引きして、

ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰが正しい位置にあることを確認してください。 

y ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰの上部には「Mounted  Slide  Holder」または

「  ‘Filmstrip  Holder」の表示があります。正しくｽｷｬﾝするには

この部分を常に上にしてください。 

     

y ﾌｨﾙﾑﾎﾙﾀﾞｰはｽﾑｰｽにｽｷｬﾅへ挿入できるように設計されて

います。無理やりﾎﾙﾀﾞｰを押し込まないでください。 
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QuickScan Plus アプリケーションによる

スキャン 
 

デスクトップにある QuickScan  Plus ショートカットを使って、QuickScan  Plus プログラム

を起動させます。ｽｷｬﾝの設定を行います。利用できるスキャン設定の詳細について

は、QuickScan Plus マニュアルを参照してください。 

 

 

 

Mac OS X 

  

 

 

 

 

Windows OS 
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メイン画面  

 [表示] 面  画

[編集]画面  [スキャン] 画面  

デフォルトにリセット 

優先設定 

 

ユーザーインタフェースには、以下のコンポーネントが含まれています。 

z [スキャン] 画面: [スキャン] 画面で、スキャンパラメータを設定します。 

z [表示]画面: [表示]画面で、編集、共有または削除する 1 枚または複数の画像

を選びます。 

z [編集]画面: [編集]画面で、画像 への各種フィルター効果や詳細な調節を加え

ることができます。 
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[スキャン] 画面 

[スキャン]画面で、スキャンパラメータを設定します。スキャンパラメータは、スキャナ

の実際のボタンを初期化するのにも使用されます。  

n スキャンモード 

左側にある対応するボタンをクリックすることで、[ポジフィルム],  [ネガフィルム]および

[カスタム]から選択できます。基本的に、ここではポジフィルム、ネガティブ、またはそ

の両方という 3 つのスキャンプロファイルが設定できます。 

注意 
[復元]ボタンをクリックすると、すべての設定がデフォルトにリセッ

トされます。 ボタンをクリックしてオンラインヘルプにアクセス

し、優先設定を調整します。 

o スキャン設定

y [解像度]:  ドロップダウンリストから必要な解像度を選択します。解像度が高

いほど、スキャンと生成ファイルは細部まで鮮明になります。 

解像度  Windows & Mac 

7200 dpi*  約 9000 x 6200 ドット 

3600 dpi  約 4500 x 3100 ドット 

2400 dpi  約 3000 x 2000 ドット 

1800 dpi  約 2250 x 1500 ドット 

1200 dpi  約 1500 x 1000 ドット 

600 dpi  約 750 x 500 ドット 
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y [カラー]: ドロップダウンリストから必要なカラーモードを選択します。 

y [ファイル名]:  入力欄にお望みのファイル名を入力します。デフォルトではコ

ンピューターでの日時が使用されます。 

y [保存先フォルダー]:  [参照]ボタン   をクリックし、ダイアログボックスを使

って、スキャンされた画像を保存するフォルダーを選択します。  

デフォルトの保存パス:   

Mac OS X: ユーザー > ユーザー名 > ドキュメント > QuickScanPlus_Doc. 

Windows OS: ユーザー > パブリック > ピクチャ > Plustek Photo. 

y [形式]:  ドロップダウンリストからご希望のビットレートおよびファイル形式を

選択します。ビットレートが高いほど、スキャンは詳細になり生成ファイルの

サイズは大きくなります。利用可能な形式のオプションは以下の通りです。 
JPEG, TIFF, PNG, Windows ビットマップ。 
*48 ビットを選択した場合、出力形式は TIFF のみになります。 

y [フィルム]  (カスタム モードのみ): ドロップダウンリストからご希望のフィルム

タイプを選択します。 

p スキャンボタン 

フィルムトレイを装着し、スキャン準備ができたら[スキャン]ボタンをクリックします。 
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[表示]画面 

スキャンが完了すると[表示]画面が表示されます。 

 

[   スキャン]ボタンをクリックすると、さらに多くの画像をスキャンできます。 

 

 

注意 

単独または複数の画像を選んで、同時に削除、回転、共有を行う

ことができます。選択された画像はグレーのフレームでハイライト

表示されます。画像をクリックすると、その画像が選択から削除さ

れます。 
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[  保存]ボタンをクリックすると、画像が保存され、[スキャン]画面の[保存先フォ

ルダー]で設定されたフォルダーに格納されます。 

 

ツールバーの他の機能ボタンは次のとおりです: 

z  削除：このボタンをクリックすると、選択された画像が削除されます。 

z  左回りに回転：このボタンをクリックすると、選択された画像が左回りに

回転します。 

z  右回りに回転：このボタンをクリックすると、選択された画像が右回りに

回転します。 

z  Facebook で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan  Plus のダイア

ログ内で Facebook ウェブサイトが表示されます。 

z  flickr で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan Plus のダイアロ

グ内で flickr ウェブサイトが表示されます。 

z  Google Drive で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan Plus のダイ

アログ内で Google Drive ウェブサイトが表示されます。 

z  Twitter で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan  Plus のダイアロ

グ内で Twitter ウェブサイトが表示されます。 

z  ヘルプ  &  ツール：このボタンをクリックすると、以下の項目を含むコンテ

キストメニューが表示されます。 

o [ヘルプ]:  この項目を選択すると、オンラインヘルプファイルが表示され

ます。 

o [優先]: この項目を選択すると、優先ダイアログが表示されます。 

o [について]:  この項目を選ぶと、プログラム情報ダイアログが表示され

ます。 
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[編集]画面 

[編集]画面で、画像 への各種フィルター効果や詳細な調節を加えることができます。  

フレームの上にある[編集]ボタンをクリックして[編集]画面に切り替え、さまざまなフィ

ルター効果を適用して、画像をより詳細に調整します。 

 

ツールバーの機能ボタンは以下の通りです: 

z  保存：このボタンをクリックすると、選択された画像への変更が保存され

ます。 

z  リセット：このボタンをクリックすると、選択された画像を元の状態にリセ

ットします。 

z  元に戻す：このボタンをクリックすると、直前の効果または調節が取り消

されます。 

z  やり直し：このボタンをクリックすると、直前の効果または調節が再度実

行されます。 

z  Facebook で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan  Plus のダイア

ログ内で Facebook ウェブサイトが表示されます。 

z  flickr で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan Plus のダイアロ

グ内で flickr ウェブサイトが表示されます。 
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z  Google Drive で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan Plus のダイ

アログ内で Google Drive ウェブサイトが表示されます。 

z  Twitter で共有：このボタンをクリックすると、QuickScan  Plus のダイアロ

グ内で Twitter ウェブサイトが表示されます。 

z  ヘルプ  &  ツール：このボタンをクリックすると、以下の項目を含むコンテ

キストメニューが表示されます。 

o [ヘルプ]:  この項目を選択すると、オンラインヘルプファイルが表示され

ます。 

o [優先]: この項目を選択すると、優先ダイアログが表示されます。 

o [について]:  この項目を選ぶと、プログラム情報ダイアログが表示され

ます。 

z  縮小：このボタンをクリックして画像をズームアウトします。マウスホイー

ルを下向きに回しても同じ効果が得られます。 

z  拡大：このボタンをクリックして画像をズームインします。マウスホイール

を上向きに回しても同じ効果が得られます。 

z  複数枚の編集：このボタンをクリックすると、マルチ表示モードに切り替

わります。 

z  単一の編集：このボタンをクリックすると、シングル表示モードに切り替

わります。 

z  デュアル表示：このボタンをクリックすると、デュアル表示モードに切り

替わります。 

z  中心線：このボタンをクリックすると、中心線モードに切り替わります。 
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[優先]の設定 

 ボタンをクリックして、[優先] を選択すると、[優先] 設定ダイアログが開きます。  

 

 
 

注意 

このボタンは、[表示]側面と[編集]にもあります。 

[表示]画面 

 

[編集]画面 
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� [ハードウェアスキャン後、画像ファイルを保存]: このチェックボックスを有効にする

と、スキャナーパネルの[QuickScan]ボタンを押して、[カスタむ]スキャンを直接実

行できます。  スキャンする前に、[カスタム]モードのスキャン設定、特に[フイルム]
タイプの設定を調整してください。 

� [サードパーティーの画像編集ソフトウェアにエクスポートします]:  チェックボックス

にチェックすると、スキャン画像をサードパーティーの画像編集ソフトウェア用にエ

クスポートできます。スキャン画像は、直接サードパーティーの画像編集ソフトウェ

アで開かれます。 

注意：ネガフィルムのスキャン画像は、何の処理もされずにサードパーティーの画

像編集ソフトウェアにエクスポートされます。 
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注意 

このチェックボックスにチェックを入れると、メインウィンドウは以下

のように表示されます。 

 

 ボタンをクリックして必要なアプリケーションを追加します。例：

Photoshop, GIMP。最大 5 つのアプリケーションが追加できます。 

 
• [アプリケーション]: アプリケーション名を入力します。 
• [アプリケーション  パス]:   ボタンをクリックして、対象のプロ

グラムのフォルダー内容を確認し、必要なアプリケーションの

実行ファイル (*.exe)を選択します。 
• [コマンドライン]:  コマンドライン不要または不明の場合は、こ

の欄は空白にしておくようお勧めいたします。 

� [省電力]: このチェックボックスにチェックして、スキャナが省電力モードに移行する

までの時間をドロップダウンリストから選択します。スキャナの任意のボタンを押

すと、通常モードに戻ります。 

� [ICC プロファイル]:  このボックスにチェックを入れてから、ドロップダウンリストから

デバイス出力カラー規格のプロファイルを選択します。 

� [自動露出]: このチェックボックスをオンにすると、自動露出を実行します。 

� [傷&ごみの除去]: このチェックボックスにチェックをスクラッチ/ごみの除去します。

この機能は赤外線内蔵モデルにのみ有効です。 
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SilverFast ソフトウェア 
 

スキャナーには、高度で機能豊富なスキャンアプリケーション SilverFast が付属してい

ます。これは、システムにインストールするためのオプションのバンドルソフトウェアで

す。  最初に OF8300i に慣れてから、SilverFast ソフトウェアのインストールを選択する

ことができます。 

 

注意 

y SilverFast ソフトウェアのインストールには約 10 分かかりま

す。 
y MySilverFast アカウントを作成してログインする必要がありま

す。 
y SilverFast ソフトウェアをインストールするときは、インターネッ

トに接続されていることを確認してください。 

 

 

 

 

 

y SilverFastライセンスのリクエスト 

y SilverFastソフトウェアのインストール方法 

y SilverFastアプリケーションによるスキャン 
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SilverFast ライセンスのリクエスト 
1.  ウェブサイト  www.silverfast.com/activation‐plustekにアクセスして、指示に従い

ます。スキャナのハードウェアシリアル番号が必要となります。 

 

 
*ウェブページのコンテンツは、事前の通知なしに変更される場合があります 

n スキャナーモデルを選択してください   

o スキャナーのシリアル番号を入力してください   

p [確認]ボタンをクリックしてください  
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2.  MySilverFast アカウントを作成するために必要な情報を入力します。  後でこの

MySilverFast アカウントを使用して SilverFast ソフトウェアにログインする必要があ

ります。 
 

 
 
  *ウェブページのコンテンツは、事前の通知なしに変更される場合があります
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3.  登録が完了すると、ライセンスが MySilverFast アカウントにすでに追加されている

ことを通知するメールが届きます。 

 

 

28 



SilverFast ソフトウェアのインストール方法 
 

SilverFast は、MySilverFast ポータル（30 ページ）または USB スティックからインストー

ルできます。 

 

1.  セットアップ/アプリケーション USB スティックをコンピューターに挿してください。  
2.  SilverFast ソフトウェアを以下のパスにインストールします。 

Mac OS X: OPTICFILM ＞ Mac ＞ SilverFast ＞ SF‐Installer.dmg 
Windows OS: OPTICFILM ＞ Windows ＞ SilverFast ＞ SF‐Installer.exe 

3.  画面の指示に従ってください。 

 

 

 
 

4.  インストール完了後、[終了]をクリックするとインストーラーが終了します。 
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注意 

MySilverFastアカウントからSilverFastソフトウェアをダウンロードでき

ます

1.  MySilverFast  portalにログインし、[ライセンスの管理]をクリック

します 
 

 
 

2.  [ダウンロード]ボタンをクリックして、SilverFastソフトウェアをダウ

ンロードします 
 

 
 

3.  ダウンロードが完了したら、インストーラーを実行し、画面の指

示に従います。  インストール完了後、[終了]をクリックするとイン

ストーラーが終了します。 

 

y 
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SilverFast アプリケーションによるスキャン 

デスクトップにある SilverFast ショートカットを使って、SilverFast プログラムを起動させ

ます。MySilverFast アカウントで SilverFast ソフトウェアにログインし、[スタート]をクリッ

クしてプログラムを起動します。 

 

注意 
SilverFast ソフトウェアにログインする際は、インターネットに接続され

ていることを確認してください。 

 

 
 

ｽｷｬﾝの設定を行います。利用できるスキャン設定の詳細については、SilverFast マニ

ュアルを参照してください。 
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ｽｷｬﾅの動作 
 

スキャナの操作には数種の方法があります。 

n  [IntelliScan] ﾎﾞﾀﾝを押し SilverFast Launcher を起動します。 このｽﾀﾝﾄﾞｱﾛｰﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑによりｽｷｬﾅの機能を拡張することができます。詳しくは SilverFast のﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆ

ｭｱﾙを参照ください。（注：SilverFast は英語版のｿﾌﾄｳｴｱです。）  

o  [QuickScan]ﾎﾞﾀﾝを押し、QuickScan  Plus 機能を使う。ｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙし

た際に QuickScan Plus ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑも自動的にｲﾝｽﾄｰﾙされます。  

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

y n [IntelliScan] ﾎﾞﾀﾝ 

y o [QuickScan] ﾎﾞﾀﾝ 
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n [IntelliScan] ﾎﾞﾀﾝ 

[IntelliScan]ﾎﾞﾀﾝを押すと付属のｿﾌﾄｳｴｱ SilverFast を起動します。このｿﾌﾄｳｴｱには

汚れ・ｷｽﾞの除去、粒子・ﾉｲｽﾞの除去、ﾈｶﾞの最適化を行う等、ｽｷｬﾝのための様々な

機能があります。 

 

注意 

y このボタンは、SilverFast ソフトウェアがコンピューターにイン

ストールされている場合にのみ使用できます。 
y 詳しくは SilverFast  のﾕｰｻﾞｰｽﾞﾏﾆｭｱﾙを参照ください。（注：

SilverFast は英語版のｿﾌﾄｳｴｱです。） 
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o [QuickScan] ﾎﾞﾀﾝ 

[QuickScan]ボタンを使用すると、QuickScanPlusソフトウェアを起動できます。[優先]設
定ダイアログで[ハードウェアスキャン後、画像ファイルを保存]オプションをチェックす

ると、この[QuickScan]ボタンで画像をスキャンしてアルバムに自動的に保存できます。

スキャナーの前面にある[QuickScan]ボタンを押すだけで、スキャナーは[カスタム]ス
キャンモードで透明またはネガのスキャンを開始します。  

[QuickScan]ボタンによって最初にスキャンを行う前に、必要に応じて QuickScan  Plus
設定を行うようお勧めいたします。 

 

注意 利用可能なスキャン設定の詳細については、QuickScanPlus オ

ンラインヘルプを参照してください。 
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別表 A: ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

ｽｷｬﾅの接続 

ｽｷｬﾅの全ての接続をﾁｪｯｸすることがﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの第一歩です。 

注意 

ソフトウェアの手動インストール方法 
Windows  OS 対象：スキャナドライバのインストールで問題がある場合は、ソフト

ウェアを手動でインストールしてみてください。 

1.  [スタート] > [コントロールパネル] > [システム] > [デバイスマネー

ジャー]と開きます。[デバイスマネージャー]ウィンドウで、[ほか

のデバイス]項目の下からこのスキャナを右クリックし、ポップア

ップ メニューから[ドライバーソフトウェアの更新]を選択します。 

 

2.  表示されたｳｨﾝﾄﾞｳで[コンピュータを参照してドライバーソフトウ

ェアを検索します]をｸﾘｯｸしてから、[参照]ボタンをｸﾘｯｸします。

[フォルダーの参照]ウィンドウで、スキャナのドライバーを含むフ

ォルダーを選択し、[OK]ボタンを押して前の画面に戻ります。[次
へ] ボタンをクリックし、[Windows セキュリティ] ウィンドウが表示

されたら、[このドライバーソフトウェアをインストールします]  をク

リックします。 

3.  USB スティック内容で、OPTICFILM  ＞   Windows  ＞   Plustek 
OpticFilm  8300i から  [Setup]  ファイルを見つけて実行します。 
[ユーザーアカウント制御]  ダイアログボックスがポップアップし

たら、[はい]  ボタンをクリックします。ポップアップのインストール

メッセージの指示に従います。画面の指示に従ってｽｷｬﾅに必

要なｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙします。 
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ｽｷｬﾝの問題 

ほとんどの問題は簡単に解決することができます。よくある質問とその対応について

下記に記載します。  

*Plustek および SilverFast の最新ソフトウェアを使用していることをご確認ください。 

現象  原因 & 解決法 

スキャナーのソースが空

白です 

 

y スキャナーは OS によって検出されません 
以下の解決策を参照してください “「ｽｷｬﾅが見つか

りません。」というｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが表示される”. 

「ｽｷｬﾅが見つかりませ

ん。」というｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ

が表示される 

y USB ｹｰﾌﾞﾙが正しく接続されていない 
ｹｰﾌﾞﾙが正しいﾎﾟｰﾄにきちんと接続されていることを

確認してください。 

y USB ｹｰﾌﾞﾙが長すぎる 
ｽｷｬﾅに付属されている USB ｹｰﾌﾞﾙを使ってくださ

い。 

y ｽｷｬﾅの電源ｺｰﾄﾞが正しく接続されていない 
AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰが電源に接続されているか確認してくだ

さい。ｽｷｬﾅがｻｰｼﾞﾌﾟﾛﾃｸﾀｰに接続されている場合

には、これを ON にしてください。 

y スキャナ電源がオンになっていません 
電源ボタンを長押しするとスキャナがオンになりま

す。 

y Windows がスキャナを検出しない 
1) [スタート] > [コントロールパネル] > [システム] > 
[デバイスマネージャー]と開きます。 
2) [イメージングデバイス] の下にご使用のスキャナ

が表示されているか確認します。 一覧に表示され

ないか、デバイスアイコンに疑問符が付いている場

合、 “ソフトウェアの手動インストール方法＂ セク

ションを参考にしてデバイスドライバをインストール

します。 
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ｽｷｬﾝされたｲﾒｰｼﾞがｽｸ

ﾘｰﾝ上で粒子が粗い 
y ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞは 256 色以上に設定されていない 

ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞを 16 ﾋﾞｯﾄ/ﾋﾟｸｾﾙ (65536 colors) 以上に設

定することを推奨しています。ﾋﾞﾃﾞｵﾓｰﾄﾞの変更につ

いてはﾋﾞﾃﾞｵｶｰﾄﾞ、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀまたは Windows
の説明書を参照してください。 

ｽｷｬﾝする動作が非常に

遅い 
y ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを動作させている

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞで動作している他のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了し

ます。 

y 高解像 (DPI)に設定されている 
解像度を下げます。 

同梱のｿﾌﾄｳｴｱではｲﾒｰ

ｼﾞは綺麗に見えるので

すが、ｲﾒｰｼﾞを他のﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑにｴｸｽﾎﾟｰﾄすると悪く

なります 

y 違うｲﾒｰｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでは異なったﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ

（Monitor Gamma）の設定を行っています 
どちらかのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ（Monitor Gamma）
の設定を変更してﾏｯﾁﾝｸﾞをとってください。ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝ

ﾏの調整についてはそれぞれのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙ

を参照してください。 

ｲﾒｰｼﾞは画面上では綺

麗に表示されているが、

印刷すると暗くなる 

y ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏ(Monitor Gamma)または明度の調整

が正しくない 
1) ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏの値を 1.0 から 1.5 の間で調整します。

ﾓﾆﾀｰｶﾞﾝﾏの調整についてはﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙを参照してく

ださい。 
2) ｽｷｬﾝをする前に TWAIN ｳｲﾝﾄﾞｰの明度調整を行

ってください。 

y ﾌﾟﾘﾝﾀｰの明度調整が正しくない 
ﾌﾟﾘﾝﾀｰの明度調整を行います。ﾌﾟﾘﾝﾀｰによっては明

度調整ができるものがあります。お使いのﾌﾟﾘﾝﾀｰの

説明書を参照してください。 

ｽｷｬﾝの最初にｷﾞｼｷﾞｼと

音がする 
y ｽｷｬﾅはｽｷｬﾝを開始する前にｷﾞﾔをかみ合わせ

てｲﾆｼｬﾗｲｽﾞ動作を行います 
ｽｷｬﾅの通常動作で、この音は正常です。 

ｽｷｬﾝﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると

「ﾃﾞｨｽｸが一杯です」（A. ‐
Disk  is full‐）というｴﾗｰ表

示が表示される 

y ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの容量が足りません。ｲﾒｰｼﾞを処理する

のに充分な容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞにありません。ｽ

ｷｬﾝする解像度が高すぎます 
大容量のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸを使うか、低解像度でｽｷｬﾝして

ください。 
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「ﾃﾞｨｽｸ I/O  ｴﾗｰ」（A  ‐
Disk  I/O error‐）が表示さ

れる 

y ｲﾒｰｼﾞを処理するのに充分な容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸ

ﾄﾞﾗｲﾌﾞにありません 
不必要なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾌｧｲﾙを削除してﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに空き

ｽﾍﾟｰｽが作ってください。 

y ご使用のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞは損傷しているか、不

具合のあるｾｸﾀｰを含んでいます 
Windows ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸを起動してください。

ｽｷｬﾝﾃﾞｨｽｸのﾕｰﾃｨﾘﾃｨについてはお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

の説明書または Windows のﾍﾙﾌﾟﾌｧｲﾙを参照してく

ださい。 
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別表 B: 仕様2

 

OpticFilm 8300i Ai 

イメージセンサ CCD 

光源 LED 

ハードウェア解像度 7200 dpi 

スキャンモード 
カラー:入力 48 ビット、出力 24/48 ビット 
グレースケール入力 16 ビット、出力 8/16 ビット  

ダイナミックレンジ 3.6 

赤外線機能 あり 

スキャン速度 
3600 dpi: 約 IR スキャンで 20 秒と 40 秒 
7200 dpi: 約 IR スキャンで 40 秒と 120 秒 

スキャン領域 
36.8 mm x 25.4 mm (1.45" x 1")  
備考：35mm フィルム 

IT8 Target  付属 

ボタン始動スキャン  IntelliScan, QuickScan 

電源  15 Vdc / 1.2 A 

接続  USB 2.0 

重量  1.6 Kgs (3.5 Lbs) 

寸法 (幅 x 奥行 x 高さ)  120 x 272 x 119 mm (4.73” x 10.7” x 4.7”) 

対応 OS 
Windows 7 X64/ 8 X64/ 10 X64/ 11 
Mac 10.13.x以降

ハードウェア要件 

Windows PC & Mac 
Intel i5 以上の CPU 
RAM 容量 4 GB (推奨 RAM 容量 8 GB) 
20 GB 以上の空き容量があるﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ 
インターネット接続 

 

                                                 
2 ﾊｰﾄﾞｳｴｱの仕様は予告なく変更される場合があります。 
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OpticFilm 8300i SE 

イメージセンサ CCD 

光源 LED 

ハードウェア解像度 7200 dpi 

スキャンモード 
カラー:入力 48 ビット、出力 24/48 ビット 
グレースケール入力 16 ビット、出力 8/16 ビット  

ダイナミックレンジ 3.6 

赤外線機能 あり 

スキャン速度 
3600 dpi: 約 IR スキャンで 20 秒と 40 秒 
7200 dpi: 約 IR スキャンで 40 秒と 120 秒 

スキャン領域 
36.8 mm x 25.4 mm (1.45" x 1")  
備考：35mm フィルム 

ボタン始動スキャン  IntelliScan, QuickScan 

電源  15 Vdc / 1.2 A 

接続  USB 2.0 

重量  1.6 Kgs (3.5 Lbs) 

寸法 (幅 x 奥行 x 高さ)  120 x 272 x 119 mm (4.73” x 10.7” x 4.7”) 

対応 OS 
Windows 7 X64/ 8 X64/ 10 X64/ 11 
Mac 10.13.x以降

ハードウェア要件 

Windows PC & Mac 
Intel i5 以上の CPU 
RAM 容量 4 GB (推奨 RAM 容量 8 GB) 
20 GB 以上の空き容量があるﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞ 
インターネット接続 
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別表 C: ｶｽﾀﾏｰｻｰﾋﾞｽと製品保証 
ｽｷｬﾅの問題が発生した場合には本書の設置の注意事項、ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの項を参

照して対処してください。 

当社ウェブサイト  www.plustek.com  より、カスタマーサービスの詳細情報が入手でき

ます。先に下記の資料をご用意ください。 

y ｽｷｬﾅの名称及びﾓﾃﾞﾙ No. 

y ｽｷｬﾅのｼﾘｱﾙ No.（ｽｷｬﾅの底面に貼ってあります。） 

y 障害内容 

y ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒｰｶｰ名、ﾓﾃﾞﾙ名 

y ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CPU 速度 

y ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ及び BIOS 

y ｿﾌﾄｳｴｱ名、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ No.、ﾘﾘｰｽ No.、ｿﾌﾄｳｴｱのﾒｰｶｰ名 

y ｲﾝｽﾄｰﾙされているその他の USB 機器 

サービスおよびサポート情報 

必要時には交換部品入手可能期間および製品アップグレード情報が提供されます。

これら情報は地元の代理店や販売店にお尋ねください。 

対応する施行制度によって要求された情報。地元の代理店や販売店に施行制度の

テストレポート情報をお尋ねください。 

製品の処分はまず地元の代理店や販売店に正しい廃棄方法を確認して行うことで、

環境への影響を最小限にとどめることができます。 

製品や付属品の廃棄を望む場合、最寄りの廃棄業者への連絡方法を地元の代理店

または販売店にお尋ねください。 

メンテナンスが必要な場合は、最寄りのメンテナンスセンターへの連絡方法を地元の

代理店または販売店にお尋ねになり、製品使用可能期間を延ばすことができます。 

製品のメンテナンスや撤去が必要であれば、地元の代理店または販売店に最寄りの

お店の情報をお尋ねください。 

製品保証 

製品保証は正規代理店から転売目的でなく自らの使用目的のために購入された方

にのみ適用されます。 

ﾒｰｶｰの保証は部品、修理費用を含みますが購入時の領収書がない場合には保証

は適用されません。製品保証ｻｰﾋﾞｽを受けるには弊社正規代理店、販売店にご連絡
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いただくか弊社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸしてください。E‐Mail でのお問い合

わせも受け付けております。 

製品を他のﾕｰｻﾞｰに譲渡した場合、譲渡されたﾕｰｻﾞｰは保証の残存期間ｻｰﾋﾞｽを受

けることができます。譲渡する場合には領収書等の購入時の証拠書類も渡してくださ

い。 

弊社では取扱い説明書類に記載された通りに製品が動作することを保証いたします。

購入時の証拠書類の提示により交換された部品の保障期間は製品の残存期間と同

じとします。 

保証ｻｰﾋﾞｽで製品を持ち込む際には全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾃﾞｰﾀ、脱着可能なｽﾄｰﾚｯｼﾞﾒﾃﾞｨ

ｱは外してください。ｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｴｱなしで返却された製品は、修理後ｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｴｱな

しで返却されます。 

事故、天災、破壊、誤使用、不正使用、不適切な環境での使用、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変更、他

の機械、本機の改造に対して製品保証は適用されません。 

本機が本来設計された目的の用途で使用された場合にのみ製品保証は適用されま

す。 

製品保証についてのお問い合わせはお買い求めになった正規販売店またはﾒｰｶｰに

お願いいたします。 

この製品保証は明示、黙示を限定せずある目的のための目次的保証を含む他の全

ての保証置き換わるものとします。法律によっては黙示的保証の除外を許容しないこ

とがあり、この場合全ての明示、黙示的保証は保障期間内にのみ限定されます。こ

の期間を過ぎた後はいかなる保証も適用されません。 

黙示的な保証がどれだけ長く続くか制限を設けることを許容しない法律の場合には

上記の制限は適用されません。 

如何なる場合でも下記に対しては免責とします。 

y 第三者が貴社（貴殿）に対して行う損失、損害の請求 

y 貴社（貴殿）の記録、ﾃﾞｰﾀも喪失、損害 

y 因果的な経済的損失（遺失利益、節約を含む）、付随的な損害 

付随的、因果的な損害の制限を排除することを許容しない法律の場合には上記の制

限はまたは除外は適用されません。 

製品保証は法的権利を与えるもであって、法律によって他の権利をもつこともありえ

ます。 

 

製品保証受けるためには； 

 

y 正規販売店、代理店に連絡をする。 

y 弊社ｳｴﾌﾞｻｲﾄで最新のｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸする。 

y E‐Mail でﾘｸｴｽﾄを送る。 
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FCC（連邦通信委員会）電磁妨害 (干渉)について 
本機はテストの結果、FCC Rules の Part 15 に規定されたクラス B デジタル機器の限界

値に適合していることが確認されています。 この限界値は、住宅環境で発生する有

害な妨害に対して適切に保護するためのものです。 この機器は、無線周波数エネル

ギーを生成し使用し、また放射することがあります。説明書どおりに設置して使用しな

いと、無線通信に対して有害な妨害を及ぼすことがあります。 ただし、特定の設置状

況において妨害が発生しないことを保証するわけではありません。 この機器がラジオ

やテレビの受信に対して有害な妨害を発生させ、それが機器のオン/オフによって確

認できる場合、次のいずれかを行って妨害に対処するようにしてください。  
 

y 受信アンテナの方向や位置を変える。 

y 機器と受信機の距離を離す。 

y 機器と受信機の電源コードを別々のコンセントにつなぐ。 

y 販売店または経験を積んだラジオ/テレビ技術者に相談する。 
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